二宮尊徳思想研究会の提言（案）　
友愛精神と報徳精神の融合
「友愛報徳」社会の創造で国民一人一人の幸せの実現と世界平和に貢献できる新しい日本を創る！
今、世界は米国発の金融危機、経済危機で同時不況に陥っている。この原因は八十年前と同じく金融市場の暴走によるものである。歴史はくり返すというが、我々は「経済活動と道徳が一致しなければ、真の繁栄はあり得ない」という事実を共通認識するべきである。

また、世界はテロをはじめ民族間・地域間の争いが、相変わらず続いている。加えて地球温暖化など人類の生存そのものを脅かすような課題もかかえている。そこで、世界は人類の人格の尊厳を基調として、①人間と人間の対立、②国（文化）と国（文化）の対立、③人間と自然の対立をのり越えて相互尊重、相互理解、相互扶助の社会、言い換えれば共存共栄の社会をつくることが求められている。

　我々は、教育（心田の開発）、自立自助、相互扶助を基本として、経済道徳の一元論に立って内需を拡大し、経済と財政を同時に再建させるとともに、完全雇用と年金、医療、福祉などの社会保障を充実し、国民の幸せ度を高める日本型の新しい模範社会の実現を図ってゆく。同時に新しい責任の時代、対立からの脱却、変革の受け入れを基本とし、友愛精神を生かした人間や自然にやさしい世界を醸成し、世界平和に貢献できる新しい日本と透明で公正な国づくりに向けて「友愛報徳」社会の創造を身命を賭して目指すことを立断した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
